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	応用
	抗原情報
	背景
	アポトーシス抑制因子。BIRモチーフ領域はTNF受容体関連因子1および2（TRAF1およびTRAF2）と相互作用してヘテロ多量体複合体を形成し、これが腫瘍壊死因子受容体2（TNFR2）にリクルートされます。カスパーゼとアポトーシスを制御するだけでなく、炎症シグナル伝達と免疫、マイトジェンキナーゼシグナル伝達と細胞増殖、そして細胞浸潤と転移も調節する多機能タンパク質です。NF-κBシグナル伝達を制御するE3ユビキチン-タンパク質リガーゼとして機能し、正反対の方向に作用することで、標準および非標準NF-κBシグナル伝達の両方を制御します。つまり、標準経路の正の調節因子として機能し、非標準NF-κBシグナル伝達の恒常的な活性化を抑制します。 E3ユビキチン-タンパク質リガーゼ活性の標的タンパク質は、RIPK1、RIPK2、RIPK3、RIPK4、CASP3、CASP7、CASP8、IKBKE、TRAF1、BCL10です。Toll様受容体（TLR）、Nod様受容体（NLR）、およびRIG-I様受容体（RLR）（総称してパターン認識受容体（PRR））の制御を介して、自然免疫シグナル伝達の重要な調節因子として機能します。リポトソームは、カスパーゼ依存的および非依存的に癌細胞を殺傷する能力を持つ、巨大な多タンパク質複合体です。RIPK1およびCASP8をユビキチン化することで、リポトソームの形成を抑制します。
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	Ramos 細胞溶解物中の IAP2 発現のウェスタン ブロット分析。

